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（１）経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年５月期 10,870 7.8 613 △10.7 693 △8.2 494 △16.3

2022年５月期 10,084 7.3 687 △16.6 755 △15.2 591 △4.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年５月期 101.38 － 4.7 4.6 5.6
2022年５月期 118.51 － 5.9 5.3 6.8

（参考）持分法投資損益 2023年５月期 －百万円 2022年５月期 －百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年５月期 14,990 10,534 70.3 2,280.99

2022年５月期 14,876 10,454 70.3 2,093.90

（参考）自己資本 2023年５月期 10,534百万円 2022年５月期 10,454百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年５月期 551 △197 △420 4,964
2022年５月期 878 △119 △96 5,029

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年５月期 － 8.00 － 8.00 16.00 79 13.5 0.8

2023年５月期 － 8.00 － 9.00 17.00 81 16.8 0.8

2024年５月期
（予想）

－ 9.00 － 9.00 18.00 15.7

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
第２四半期（累計） 5,600 3.2 440 53.6 480 46.6 336 49.0 68.83

通期 11,000 1.2 720 17.3 800 15.4 560 13.1 114.71

１．2023年５月期の業績（2022年６月１日～2023年５月31日）

（２）財政状態

（３）キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年５月期の業績予想（2023年６月１日～2024年５月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年５月期 5,500,000株 2022年５月期 5,500,000株

②  期末自己株式数 2023年５月期 881,617株 2022年５月期 507,017株

③  期中平均株式数 2023年５月期 4,881,875株 2022年５月期 4,988,156株

※  注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（２）発行済株式数（普通株式）

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　上記の予想は、本資料の発表日現在における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したものであり、実際の

業績は、今後種々の要因によって予想数値と異なる場合があります。

　業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、（添付資料）２ページ

「１．経営成績等の概況(４)今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(１)当事業年度の経営成績の概況

　当事業年度における板紙業界におきましては、新型コロナウイルス感染症対策のための社会経済活動の制限が

緩和され、国内の産業活動全般が正常化に向かうなかで年度の前半は段ボール原紙を中心とした板紙の需要に持

ち直しの動きがみられましたが、後半は物価の高騰等による景気の減速により需要は減少し、先行きは不透明と

なっています。

　こうした経営環境のなか、当社の主要製品である段ボール原紙他板紙の国内販売量は前年から減少しました。

また、主な燃料であるＬＮＧ他原燃料の価格高騰による損益の悪化に対応するため、板紙製品の価格改定を実施

し、その浸透に努めました。

　この結果、当事業年度の売上高は10,870百万円(前期比7.8％増)、営業利益は613百万円(前期比10.7％減)、経

常利益は693百万円(前期比8.2％減)、当期純利益は494百万円(前期比16.3％減)となりました。

 　各セグメントの経営成績は次のとおりであります。

 　○板紙事業

　当事業関連では、板紙需要の減少を受け販売数量が前期比4.5％減となりましたが、製品価格改定の効果

により、売上高は9,578百万円(前期比8.8％増)と増収となりました。しかしながら損益については原燃料

の価格高騰分をカバーするには至らず、セグメント利益は661百万円(前期比5.5％減)となりました。

 　○美粧段ボール事業

　当事業関連では、主力の青果物向け製品が比較的堅調で、インクジェットプリンター品の販売も拡大し

ているものの、通信機器関連品の減速等もあり、売上高は1,291百万円(前期比1.1％増)と微増に留まりま

した。損益については段ボール原紙他原燃料、諸資材の価格上昇に製品価格の改定が追い付かず、セグメ

ント損失は47百万円(前期はセグメント損失12百万円)となりました。

(２)当事業年度の財政状態の概況

　総資産は、14,990百万円で前期末の14,876百万円に比べ、113百万円増加いたしました。内訳としては流動資

産が261百万円の増加、固定資産が147百万円の減少であります。

　流動資産増加の主な要因は、電子記録債権407百万円の増加、売掛金149百万円の減少であります。また、固定

資産減少の主な要因は、減価償却による有形固定資産104百万円の減少であります。

　負債は、4,456百万円で前期末の4,421百万円に比べ、34百万円増加いたしました。内訳としては流動負債が73

百万円の増加、固定負債が39百万円の減少であります。

　流動負債増加の主な要因は、電子記録債務869百万円の増加及び、未払金159百万円の増加、未払費用202百万

円の増加と、支払手形1,121百万円の減少であります。また、固定負債減少の主な要因は、繰延税金負債81百万

円の減少であります。

　純資産は、10,534百万円で前期末の10,454百万円に比べ、79百万円増加いたしました。主な要因は利益剰余金

414百万円の増加、自己株式317百万円の増加であります。

(３)当事業年度のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度における現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べて65百万円減少し、4,964百万円（前期比

1.3％減）となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、551百万円の収入（前事業年度は878百万円の収入）となりまし

た。主な要因は、税引前当期純利益713百万円、減価償却費299百万円の増加要因と、売上債権の増加220百万

円、法人税等の支払額360百万円の減少要因などによるものであります。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、197百万円の支出（前事業年度は119百万円の支出）となりまし

た。主な要因は、利息及び配当金の受取額71百万円の増加要因と、有形固定資産の取得による支出284百万円の

減少要因によるものであります。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、420百万円の支出（前期は96百万円の支出）となりました。主な

要因は、自己株式の取得による支出322百万円、配当金の支払額79百万円によるものであります。

(４)今後の見通し

　翌事業年度の見通しにつきましては、主に包装用資材を製造・販売する当社の営業活動は国内外の景気動向に

大きく影響を受けるところ、新型コロナウイルス感染症対策のための社会経済活動の制限がなくなったことによ

り、景気の持ち直しが期待される一方、消費者物価の大幅な上昇が続いていること等から、本格的な経済回復に

は道半ばの状況です。当社の板紙・美粧ケースの販売を左右する不安要素であり、厳しい経営環境が続くことが

予測されます。　また、少子化による働き手の減少から従業員の確保が年々困難になる中で、かかる厳しい経営

環境に対処できる人材の育成が必要不可欠であります。

　このような状況のもと、当社といたしましては生産面では従来にも増して需要に見合った生産体制の構築と更

なるコスト低減、営業面では適正価格の維持と新規取引先の開拓、人事面では定着率の向上と教育研修の充実を

図り、環境の変化に対応した経営に努めてまいります。

　2024年５月期の業績は売上高11,000百万円、営業利益720百万円、経常利益800百万円、当期純利益560百万円

を見込んでおります。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国際的な事業展開や資金調達を行っていませんので、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年５月31日)

当事業年度
(2023年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,029,474 4,964,110

受取手形 618,203 580,035

電子記録債権 1,050,736 1,458,620

売掛金 2,271,906 2,122,545

商品及び製品 377,216 410,193

仕掛品 27,293 18,084

原材料及び貯蔵品 329,830 414,319

前払費用 29,358 28,180

その他 2,730 2,191

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 9,734,750 9,996,281

固定資産

有形固定資産

建物 2,320,100 2,320,950

減価償却累計額 △1,666,102 △1,721,273

建物（純額） 653,997 599,676

構築物 479,679 479,679

減価償却累計額 △355,840 △365,016

構築物（純額） 123,838 114,662

機械及び装置 10,994,914 11,087,748

減価償却累計額 △9,703,734 △9,893,952

機械及び装置（純額） 1,291,180 1,193,796

車両運搬具 13,241 13,234

減価償却累計額 △11,904 △12,542

車両運搬具（純額） 1,336 691

工具、器具及び備品 147,059 148,457

減価償却累計額 △117,015 △123,886

工具、器具及び備品（純額） 30,043 24,570

土地 261,433 261,433

リース資産 65,906 93,823

減価償却累計額 △32,950 △28,736

リース資産（純額） 32,955 65,086

建設仮勘定 － 30,200

有形固定資産合計 2,394,785 2,290,116

無形固定資産

ソフトウエア 5,089 2,573

電話加入権 1,269 1,269

商標権 63 34

無形固定資産合計 6,422 3,877

投資その他の資産

投資有価証券 2,700,626 2,672,125

出資金 9,793 9,793

長期前払費用 28,077 16,251

その他 2,309 2,300

投資その他の資産合計 2,740,805 2,700,469

固定資産合計 5,142,013 4,994,464

資産合計 14,876,764 14,990,746

３．財務諸表及び主な注記

(１)貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年５月31日)

当事業年度
(2023年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,396,350 274,889

電子記録債務 577,448 1,446,710

買掛金 378,365 382,845

リース債務 12,352 23,985

未払金 349,769 509,442

未払費用 520,775 723,693

未払法人税等 214,910 142,120

未払消費税等 95,575 56,205

預り金 6,823 7,189

その他 － 59,125

流動負債合計 3,552,370 3,626,206

固定負債

リース債務 24,197 48,801

長期未払金 29,140 23,171

繰延税金負債 372,056 290,091

退職給付引当金 444,209 468,000

固定負債合計 869,604 830,063

負債合計 4,421,974 4,456,270

純資産の部

株主資本

資本金 821,070 821,070

資本剰余金

資本準備金 734,950 734,950

その他資本剰余金 29,420 34,901

資本剰余金合計 764,370 769,852

利益剰余金

利益準備金 50,000 50,000

その他利益剰余金

配当準備積立金 58,000 58,000

別途積立金 1,091,419 1,091,419

繰越利益剰余金 6,215,649 6,630,576

利益剰余金合計 7,415,068 7,829,995

自己株式 △191,265 △509,162

株主資本合計 8,809,244 8,911,755

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,645,544 1,622,720

評価・換算差額等合計 1,645,544 1,622,720

純資産合計 10,454,789 10,534,475

負債純資産合計 14,876,764 14,990,746
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年６月１日

　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

売上高 10,084,173 10,870,057

売上原価

商品及び製品期首棚卸高 332,312 377,216

当期製品製造原価 7,772,543 8,494,607

当期商品仕入高 102,473 113,521

合計 8,207,329 8,985,345

他勘定振替高 53 144

商品及び製品期末棚卸高 377,216 410,193

売上原価合計 7,830,059 8,575,007

売上総利益 2,254,114 2,295,050

販売費及び一般管理費

運搬費 796,432 852,159

保管費 4,495 4,953

役員報酬 96,480 96,510

株式報酬費用 11,453 10,622

従業員給料及び賞与 291,011 328,572

福利厚生費 65,318 65,716

退職給付費用 11,633 9,229

支払手数料 74,689 80,411

賃借料 16,789 17,432

減価償却費 27,759 29,833

その他 170,369 185,776

販売費及び一般管理費合計 1,566,432 1,681,219

営業利益 687,681 613,831

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 59,331 71,631

受取賃貸料 5,182 5,459

その他 3,507 2,525

営業外収益合計 68,021 79,615

営業外費用

その他 577 389

営業外費用合計 577 389

経常利益 755,125 693,057

特別利益

固定資産売却益 88,743 －

投資有価証券売却益 7,227 20,238

特別利益合計 95,970 20,238

税引前当期純利益 851,095 713,295

法人税、住民税及び事業税 311,228 290,342

法人税等調整額 △51,268 △71,967

法人税等合計 259,960 218,375

当期純利益 591,135 494,920

(２)損益計算書
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前事業年度
(自　2021年６月１日

　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日

　至　2023年５月31日)

区分 注記番号 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％)

Ⅰ材料費 4,536,574 58.3 4,557,304 53.7

Ⅱ労務費 813,593 10.5 848,780 10.0

Ⅲ経費 ※ 2,426,070 31.2 3,079,314 36.3

当期総製造費用 7,776,238 100.0 8,485,399 100.0

期首仕掛品棚卸高 23,598 27,293

合計 7,799,836 8,512,692

期末仕掛品棚卸高 27,293 18,084

当期製品製造原価 7,772,543 8,494,607

項目
前事業年度

(自  2021年６月１日
　至  2022年５月31日)

当事業年度
(自  2022年６月１日
　至  2023年５月31日)

電力料(千円) 414,348 658,911

燃料費(千円) 706,508 1,146,076

減価償却費(千円) 308,735 269,677

外注加工費(千円) 57,472 35,901

製造原価明細書

原価計算の方法

　原価計算の方法は、板紙関連品については組別総合原価計算、美粧段ボール関連品については個別原価計算を

採用しております。

(注)※主な内訳は次のとおりであります。
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計配当準備積

立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 821,070 734,950 22,707 757,657 50,000 58,000 1,091,419 5,704,301 6,903,720

当期変動額

剰余金の配当 △79,787 △79,787

当期純利益 591,135 591,135

自己株式の取得

自己株式の処分 6,713 6,713

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － 6,713 6,713 － － － 511,348 511,348

当期末残高 821,070 734,950 29,420 764,370 50,000 58,000 1,091,419 6,215,649 7,415,068

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △195,999 8,286,449 1,440,734 1,440,734 9,727,183

当期変動額

剰余金の配当 △79,787 △79,787

当期純利益 591,135 591,135

自己株式の取得 △18 △18 △18

自己株式の処分 4,752 11,466 11,466

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

204,810 204,810 204,810

当期変動額合計 4,734 522,795 204,810 204,810 727,605

当期末残高 △191,265 8,809,244 1,645,544 1,645,544 10,454,789

(３)株主資本等変動計算書

前事業年度(自　2021年６月１日　至　2022年５月31日)
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金
資本剰余金
合計

利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合計配当準備積

立金
別途積立金

繰越利益剰
余金

当期首残高 821,070 734,950 29,420 764,370 50,000 58,000 1,091,419 6,215,649 7,415,068

当期変動額

剰余金の配当 △79,993 △79,993

当期純利益 494,920 494,920

自己株式の取得 △548 △548

自己株式の処分 6,029 6,029

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

当期変動額合計 － － 5,481 5,481 － － － 414,926 414,926

当期末残高 821,070 734,950 34,901 769,852 50,000 58,000 1,091,419 6,630,576 7,829,995

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券評
価差額金

評価・換算差額等
合計

当期首残高 △191,265 8,809,244 1,645,544 1,645,544 10,454,789

当期変動額

剰余金の配当 △79,993 △79,993

当期純利益 494,920 494,920

自己株式の取得 △322,877 △323,425 △323,425

自己株式の処分 4,979 11,008 11,008

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額）

△22,824 △22,824 △22,824

当期変動額合計 △317,897 102,510 △22,824 △22,824 79,686

当期末残高 △509,162 8,911,755 1,622,720 1,622,720 10,534,475

当事業年度(自　2022年６月１日　至　2023年５月31日)
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年６月１日

　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 851,095 713,295

減価償却費 336,495 299,511

有形固定資産売却損益（△は益） △88,743 －

投資有価証券売却損益（△は益） △7,227 △20,238

退職給付引当金の増減額（△は減少） △11,451 23,790

受取利息及び受取配当金 △59,331 △71,631

売上債権の増減額（△は増加） △458,111 △220,354

棚卸資産の増減額（△は増加） △4,910 △108,258

仕入債務の増減額（△は減少） 157,800 △14,093

その他 318,111 310,572

小計 1,033,728 912,594

法人税等の支払額 △155,254 △360,607

営業活動によるキャッシュ・フロー 878,474 551,987

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △275,536 △284,675

有形固定資産の売却による収入 95,000 －

無形固定資産の取得による支出 △500 －

投資有価証券の取得による支出 △9,223 △10,812

投資有価証券の売却による収入 11,182 26,730

利息及び配当金の受取額 59,331 71,631

投資活動によるキャッシュ・フロー △119,745 △197,125

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △79,780 △79,951

リース債務の返済による支出 △16,854 △17,577

自己株式の取得による支出 △18 △322,695

財務活動によるキャッシュ・フロー △96,654 △420,225

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 662,074 △65,363

現金及び現金同等物の期首残高 4,367,399 5,029,474

現金及び現金同等物の期末残高 5,029,474 4,964,110

(４)キャッシュ・フロー計算書
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(５)財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

該当事項はありません。

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

財務諸表計
上額(注)板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 8,806,452 1,277,721 10,084,173 10,084,173 － 10,084,173
セグメント間の内部
売上高又は振替高

139,782 33,391 173,173 173,173 △173,173 －

計 8,946,234 1,311,112 10,257,346 10,257,346 △173,173 10,084,173

セグメント利益又は
損失(△)

699,848 △12,166 687,681 687,681 － 687,681

(単位：千円)

報告セグメント
合計 調整額

財務諸表計
上額(注)板紙事業

美粧段
ボール事業

計

売上高

外部顧客への売上高 9,578,652 1,291,404 10,870,057 10,870,057 － 10,870,057
セグメント間の内部
売上高又は振替高

177,991 30,234 208,225 208,225 △208,225 －

計 9,756,643 1,321,639 11,078,282 11,078,282 △208,225 10,870,057

セグメント利益又は
損失(△)

661,153 △47,322 613,831 613,831 － 613,831

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社は、主に中芯原紙・紙管原紙を主体とした板紙と美粧段ボールの製造、販売を主たる事業とし

ており、それぞれ取り扱う製品について包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しているため、報告

セグメントを「板紙事業」及び「美粧段ボール事業」の２つとしております。

　「板紙事業」は、段ボール製造用原紙の一品種である中芯原紙及び紙、布、セロファン、テープ、

糸などの巻しんに使用される紙管原紙の製造販売を、「美粧段ボール事業」は、青果物、食品、家電

製品等の包装箱や贈答箱の製造販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理は、財務諸表を作成するために採用される会計処理方法

に準拠した方法であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益に基づいた数値であります。セグメント間の内部収益及び振替

高は市場実勢価格に基づいております。

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自　2021年６月１日　至　2022年５月31日)

(注)セグメント利益又は損失は損益計算書の営業利益と調整を行っております。

当事業年度(自　2022年６月１日　至　2023年５月31日)

(注)セグメント利益又は損失は損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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前事業年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

１株当たり純資産額 2,093.90円 2,280.99円

１株当たり当期純利益 118.51円 101.38円

前事業年度
(自　2021年６月１日
　至　2022年５月31日)

当事業年度
(自　2022年６月１日
　至　2023年５月31日)

当期純利益(千円) 591,135 494,920

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 591,135 494,920

普通株式の期中平均株式数(株) 4,988,156 4,881,875

(１株当たり情報)

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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